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仕  様  書

１ 業務名 

沼田川流域下水道沼田川浄化センター 

  ブロワ棟№2ブロワ整備修繕業務 

２ 業務場所 

三原市円一町一丁目２番１号 

３ 業務期間

契約締結の翌日から令和 年 月 日まで。

４ 業務概要 

汚水処理運転において反応槽に空気を送り込ために設置している№2 ブロワについ
て、ブロワ本体・補機類等及びサージ防止装置等の分解点検整備を行い、性能維持を

図る。

また、装置内部の金属部腐蝕劣化が確認されている№1 ブロワ油冷却器一式の交換
も併せて実施する。

５ 機器概要 

（１）機器名 ：歯車増速式単段ターボブロワ

    製造者名：川崎重工業株式会社

    型 式 ：ＧＭ２０Ｌ

    空気量 ：60  ×6000㎜ Aq 
    機械番号：２０L－３３

６ 業務内容

（１） ブロワ本体 (補機類含む) 
① ブロワ本体・インレットベーン等の現地での分解整備

② 試運転調整、動作確認及び振動・騒音・温度・風量・圧力等、必要な測定の実施

（整備前後）

③ 主油ポンプ、補助油ポンプ、油冷却器、油こし器、油タンク、潤滑油配管、イン

レットベーン、機内配管等について必要な部品、消耗品等の交換

④ 潤滑油の交換及び廃油処分

⑤ 外面のケレン及び塗装 (汚れ、錆び除去後にタッチアップ塗装を行う。) 
（２） サージ防止装置

① サージ防止装置の現地での分解整備

② 試運転調整、動作確認及び振動・騒音・温度・風量・圧力等、必要な測定の実施

（整備前後）

③ パッキン類ほか必要な部品、消耗品等の交換

④ 外面のケレン及び塗装 (汚れ、錆び除去後にタッチアップ塗装を行う。) 



（３） 風量制御装置 

① 風量制御装置の現地での分解整備

② 試運転調整、動作確認及び振動・騒音・温度・風量・圧力等、必要な測定の実施

（整備前後）

③ パッキン類ほか必要な部品、消耗品等の交換

④ 外面のケレン及び塗装 (汚れ、錆び除去後にタッチアップ塗装を行う。) 
（４） 油冷却器 

① №1 ブロワ油冷却器一式を新品交換する。 

② 交換後は試運転調整、動作確認及び振動・騒音・温度・風量・圧力等、必要な測

定の実施（整備前後）

③ 作業に伴う塗装剥離箇所はタッチアップ塗装を行う。

７ 一般事項 

（別紙－１）による。 

８ その他 

（１） 本業務の実施にあたっては，事前に十分な現地調査を行い、ブロワ施設及び

ブロワの運転頻度、状況等について熟知しておくこと。

（２） 本業務の実施に伴い，取替えを予定している部品等以外に必要な部品の取替

え，又は整備が必要とされる機構等が判明した際は，その旨を遅滞なく監督員

に報告し，対応を協議すること。

（３） 今回修繕業務の全ては，現地での分解整備とする。

（４） 沼田川浄化センターの業務への支障が最小限となるよう，事前に十分な打ち合

わせ協議を行ったのち，作業工程計画表を作成すること。なお，できる限り短期

間で整備を完了すること。

（５）作業実施にあたっては，必ず現場に作業責任者を配置し、本業務の監督員の指

示に従って行うものとする。 
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（別紙－１） 

一 般 事 項 

１ 適 用 

この仕様書は、（公財）広島県下水道公社が発注する修繕業務の実施に適用する。 

２ 提出書類 

  （公財）広島県下水道公社ＨＰに記載されている「業務様式集」-「修繕業務提出書類一

覧」により作成すること。 

http://www.kengesui-hiroshima.or.jp/download-paper/index.html 

３ 承諾書の提出 

本業務に使用する機器・資材等の製作及び手配並びに施工については、発注者が必要と認め

た場合、承諾図書等により承諾を受けた後に着手するものとする。 

４ 完成図書の提出 

(１) 本業務の完成図書の提出部数は、発注者との協議により変更できるものとする。 

(２) 完成図書には、完成図、取扱説明書、試験成績表、業務報告書及びその他必要書類をす

べて網羅するとともに、目次及び業務概要並びに業務施工場所を記した配置図を添付する。 

(３) 完成図書はＡ４版ファイルを使用し、背表紙に施工年度、業務名、受注者名を記載する。 

５ 現場作業の注意事項 

(１) 本業務の現場着手前には、監督員と十分な打ち合わせを行い、施設の運転に支障のない

ように施工するものとする。 

また、必要に応じて施工計画書、詳細工程表及び作業手順書を提出し監督員の承諾を得

ることとする。 

(２) 本業務の作業日及び作業時間は，原則として施設の通常勤務日，勤務時間内とする。

（施設の通常勤務日，勤務時間内以外は，原則として業務を実施しない日及び時間とす

る。） 

(３) 本業務において使用する業務用水及び業務用電力は、施設の運転に支障のない限り施設

のものを使用することができる。なお、使用にあたっては、極力節減に努めることとする。 

６ 設計図書に明示していない事項であっても、業務の目的に照らして当然必要と認められる事

項については、受注者の責任において実施するものとする。 

７ 安全管理 

(１) 受注者は、業務の実施にあたっては常に細心の注意を払い、労働安全衛生法等を遵守し

て作業員の安全を図らねばならない。 

（２） 業務の施工にあたっては、「建設工事公衆災害防止対策要綱建築工事編」（令和元年９

月２日 国土交通省告示第四百九十六号）を遵守して公衆災害防止に努めなければならな

い。 

８ 本業務に関わる法令及び日本工業規格等の規格は、これを遵守しなければならない。 

９ 業務妨害等を行う圧力団体等の不当介入に対して、適切な処置を講じ、警察から「被害受理

証明書」が交付され、かつ工程調整を行ったにもかかわらず、業務期間に遅れが生じるおそれ

がある場合は、業務期間延期を求める書類に、当該証明書を添付し提出しなければならない。 

１０ 廃材処分等 

本業務により発生する建設廃材等の産業廃棄物及び屑・がら等の廃棄物は、「廃棄物の処理

及び清掃に関する法律」に適合するように処理し、業務完了時には中間処理までの、マニフェ

ストＡ・Ｂ２票（排出事業者送付用）の写しを提出しなければならない。 

また、最終処分終了後にＤ・Ｅ票の写しを提出しなければならない。 


